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本スクールの目標
私たち「都市空間のつくり方研究会」は、日本都市計画学会の

社会連携交流組織として、実際に都市に大きな影響を与えている
小さな空間についてのスタディを重ねてきました。多くの空間を
実際に歩き、その空間に携わった方々とのご論を経て、私たちは
いま「小さな空間から都市をプランニングする」ことが必要だと
確信しています。

私たちが考える都市のプランニングとは、はじめから都市の全
体を理論で構築するのではなく、具体的な空間での解を重ねた先
に都市の全体を彷彿とさせるような方法です。

本スクールでは研究会の内容を追体験して頂くとともに、参加
者の皆さんとの議論を通じて、草津の実際の空間のつくり方を変
えることで、大きな都市に与える変化の兆しを好ましい方向に導
くような機会になればと思っています。



「いい都市空間」ってなんだろう？



【リビング問題：リビングの公共性】
・特定の人しか入れない空間ではなく、だれもがアクセスできる空間を対象と
すべきでは
・都市空間におけるプライベート／パブリックの境界はどこにあるのか
・私有地でも行政が支援できるような名目がある空間であればいいのでは
・公共の福祉に資する空間
・公共性をおびた空間であることが重要
・誰にとってのいい空間とするか
・説明を聞かなくても、はじめて見た人でもいいと思える空間がよいのでは

【野毛問題：プランニングと偶発性】
・誰かが意図したわけではなく、結果できあがった都市の魅力をどうあつかうの
か
・すべてプランニングしつくすことが魅力的な都市をつくるのか
・意図されてつくられた空間と非意図による空間の魅力
・空間の再現性があること
・複数の主体が関わってつくられた空間であること
・目に見えて顕在化されていない魅力としての「場所の力」、将来のポテンシャ
ル等をどう扱うか

【篠山問題：空間スケールの広がり】
・一つひとつの事例はそれほどでもないが、群として篠山らしさを演出している
ような都市のイメージを向上させている事例など、広がりのあるものをどう扱う
のか
・一つのプロジェクト単位という切り口で調査し、連動した動き、波及効果として
扱えば良いのでは

【石畳問題：既知の都市計画の成果】
・何十年も前から既に価値の確立している手法によってつくられた空間を対象
とするか
・手法が「ベタ」かそうでないかの区分け

【ツバメの巣問題：物語のある空間、もしくは
空間構成要素の魅力】
・いい物語りでつくられた空間、「いい話」空間をどう扱うか
・デザインの質が高い空間であることが必要
・空間を構成する要素がいいだけでなく、敷地単位以上の構成要素を持つ
空間を対象に
・ツバメの巣のためにつくられた小屋根が連続する街並みならどうか

【窓辺のおじいちゃん問題：私的体験の魅力】
・私的経験の魅力だけでは公共性が低い（ツバメの巣問題の「いい話」空間
と類似、住み開きの事例も同様）
・たばこ屋のおばあちゃんなど誰もが経験できる空間ならよいか
・空間デザインの質が問えるか
・取りまとめる時にキメ（その空間の魅力が伝わる）写真が撮れるかどうかと
いう視点

【甲子園問題：特定の人にとっての聖地とそ
の一般化】
・ハンドボール界の甲子園はハンドボールファンにとってはいい空間
・甲子園などその魅力が一般化されている空間は対象か
・ある個人の主観がだんだん広がってコモンセンスになるとすれば、その境
界はどこか
・消費社会が支える都市の魅力という視点もあるのでは
・空間デザインの質が問えるか

どのような都市空間を事例調査の対象にするか？



小さな空間

個々の空間の質は高く、うまくマネジメ
ントされている

空間のリアルな魅力の向こう側に都市の
存在が感じられるか

小さな空間の価値を大きな都市へつなぐ
ことができているか



都市空間の魅⼒とは何か？

それはどのようにつくられたのか？

都市空間のレシピ より

WHAT

HOW



空間から都市の順序で

いきなり都市はつくれない。

私たちにできるのは目の前にある小さな
空間を変えていくことだけである。

しかし、そのつくり方を少し変えてやる
ことで都市全体としての魅力をつくるこ
とが可能になるはずだ。



都市をプランニングする

従来の全体性からはじめる計画とは違う。

小さな空間のつくり方を変えることで、
都市の変化を好ましい方向へ導いていく。

都市の部分と全体とのつながりをはっきりと
感じられるもの、目に見えるものにしていく
「プロセス」のこと。

（完成した）プランより
（未完の・進行中の）プランニング





プランニングマインド（計画的思考）

都市空間を認識しよう／都市空間に働きかけ
ようとする主体の意思

デザインスキーム（空間的技法）

都市空間を認識する／都市空間に働きかけ
る枠組み

自分たちのまちを楽しくしたい、面白くしたい…
という計画的思考を持った人たちが描く、共感
を経てやわらかく変化するまちへの思いを、
都市計画はどう受け止めれば良いのだろう？
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